
速報 三田野彩さん全国大会決勝進出

道標ない旅 令和元年１１月２８日（第２６号）

～「自立」と「共生」を目指して～ 南郷中学校 校長 益田 孝彦 ８７５－９４９４

◆◆ 新部長さんの意気込み・思いのパート２です。 ◆◆

◆◆ バスケットボール部の試合結果を紹介します。 ◆◆

逗葉地区で優勝し勢いに乗っていたバスケッ
トボール男子部の試合が２３日・２４日とあり
ました。２３日の１試合目は、大楠中学校と対
戦し、大きな差をつけて勝利し、半島地区のベ
スト８入りを果たしました。同じ日に準決勝に
臨み、大矢部中に１ピリオド目に大きな差をつ
けられ、２～４ピリオドは善戦しましたが、じ
りじりと差が広がり敗退しました。
翌２４日は、県大会出場をかけた順位決定戦

です。対戦相手は浦賀中学校。引退した先輩た
ちがあと一歩で倒せなかった浦賀中です。１ピ
リオドは優勢、第２ピリオドで６点差とひっく
り返されましたが、選手たちは前日以上にめざ
ましい動きで食い下がり善戦しましたが,敗退し
ました。惜しくも県大会出場は逃しましたが、
今後の新チームに大いに期待できる内容でした。
負けて強くなるきっかけになることでしょう。

美術部 ２年Ａ組 清水愛梨花
新部長として今まで先輩が教えてくれたことを守りつつ、居心地が良い部活にしていこうと思います。
個人的な話にはなりますが、私は美術部が大好きです。なので、この部活に入って良かったと心から
思っています。部員全員がそう思ってくれるように協力し、頑張ろうと思っています。南郷中学校の
名に恥じないような活動をし、貢献しようと思います。来年度に入ってくる新入生にも「たのしそう
だな」と感じてもらえるような部活にしたいと考えています。引退するまで、しっかりと後悔のない
活動を続けたいと思っています。

バドミントン部 ２年Ａ組 鈴木 璃
今回バドミントン部新部長になりました、２Ａ鈴木 璃です。私は、部長・副部長だけで部活を作る
のではなく、部員全員で意見を出し合い、一致団結をし、それぞれの個性をたくさん出せる部活を作
っていきたいと思います。そのためにまず私は部長として、一人ひとりの意見に耳を傾けると言うこ
とから始めていき、自分たちに合った部活を作りたいと思います。そして一人ひとりの目標を実現し
ていきたいと思います!

吹奏楽部 ２年Ａ組 井上舞子
私は、まず今まで通りにするところから頑張りたいと思います。新しい代になって、個人としても、
部活としても、たくさんの課題が見つかりました。３年生が抜けてしまった直後の今、これまでのペ
ースでいては今まで通りに活動することも難しいのです。なので、新部長として、やることが多かっ
たり、責任があったりすると思いますが、自分のことでいっぱいにならないよう、やりたいことをで
きるように、協力して今ある問題をなくしていき、あれもしなきゃこれもしなきゃではなく、あれが
したい、これもしたいと、活動の一つ一つを楽しめるようにしたいと思っています。そして、校外へ
の出張や、演奏会、特にAll in oneなど、活動の大半が多くの人によって助けられていることをこの
1年半でとても実感しています。これからもその応援に応えられるように、精一杯がんばります。よ
ろしくお願いします。

サッカー部 ２年A組 宗森颯人
僕は部長になって心がけているのが声かけです。練習中でも、試合中でも声かけをすることで、仲間
を救えると思っているからです。チーム全体にも声かけをするように呼びかけています。積極的に僕
が声を出せば、仲間も一緒に声を出してくれると思い、普段サッカー部で行っている“ブラジル体操
”でも、雰囲気を良くするために声を出しています。そして今部活動に取り組むにあたって自主性が
足りていないと思っています。自ら動き、チームのためにどうしたら良いのかを部員一人ひとりが考
えて欲しいと思っています。また、課題のあるチームですが、課題を全てなくせるようにがんばりま
すので、１年間よろしくお願いします。



◆◆ コミュニティスクールの実践を見るため先進校に視察に行ってきました。 ◆◆

見学してきたのは、平成１７年横浜市が初めてコミュニティスクール（Ｃ
Ｓ）第１号として指定した、東山田中学校の運営協議会の様子です。出席
されていた委員さんは、学校管理職２名を含む１１名の委員（ＰＴＡ会長
・町内会会長・主任児童委員・公民館館長２名・運営協議会会長・地域の
弁護士・元校長・地域コーディネーター・校長・副校長）でした。
この日のプログラムは、業務員や事務職、生徒指導担当と懇談し、現在

抱えている課題を共有することや、学校祭、職業学習、全国学力学習状況
調査等の担当者から報告を受けることと、学校が素案を作った市教委への
要望を協議することでした。
業務員さんが、雨漏りに苦労していることを聞くと、地域で上手い解決

がないか考えたり、事務職が校庭にあるバスケットゴールの処分にお金が
かかりすぎることを話すと、切断して小さくすればお金がかからないことを知って、その方法を模索したり
と、学校の悩みを自分事のように捉えてアイディアを出し合ってくれます。
生徒指導担当が、東山田中の生徒がとにかくジャージ姿が好きで、どこに行くにも１年中３６５日ジャー

ジ姿の東山田中学生の様子を語ると、委員が見かけた様々な印象をお互いに共有していました。特に学校が
次年度ジャージの個人名をなくしデザインを刷新したいと考えていると知ると、それを後押しするムードが
でき、学校の「応援団」になっている様子がよく伝わってきました。
学校が作った市教委への要望も、その内容を確認し、合議で決定した運営協議会の決定は一定の効力を発

揮するので、学校には大きな後押しとなっていました。
あとで伺ったところ、運営協議会は熟議を通して合議体として考えをまとめるのですが、今まで質疑応答

はするけど決を採ったことはないそうです。合議に反対する人がでたことは１５６回目の今回までなかった
とのこと。ただし、学校評価を例えばＢ評価で素案を作っていたのに対し、学校は頑張っている、もっと良
いＡ評価ランクにしても良いという修正があったことなどはあったそうです。
教職員の業務がＣＳ化によって軽減化された部分があるか質問すると、先生方の業務だった職場体験の手

続きを肩代わりして軽減化ができたことや、職業学習の講師２～３名程度が普通だが、質と量ともバラエテ
ィーに富んだ人材協力が得られ２４名の講師が活躍してくれた（連絡調整手続きは全て地域コーディネータ
ー）ことなどあるそうです。そして、校長１人や学校が形骸化しかけた行事等をなかなか精選できないで負
担が減らないところを、運営協議会が理解して、スクラップして精選していくことができること。実際の教
師の実務負担はなかなか減らなくても、地域が応援団となって、先生方のせいにしないで自分事と捉えてく
れるので、先生方の負担感はかなりなくなる。といったことを教えていただきました。
私たち葉山町の他に、浜松市と東京都港区から視察の方が見えていましたが、大変貴重で参考になる視察

となりました。

◆◆ ２４日はＰＴＡスポーツ大会ドッジボール大会に参加してきました。 ◆◆

教員５名保護者６名応援２名体制で臨んだ大会でした。長柄小・葉山小とは、な
かなか思うように勝てずみんなで悔しがっていましたが、葉山中になんとか勝つこ
とができ、最終戦の上山口小とは引き分けでした。長柄小も人数不足のため、南郷
から何回も助っ人参加も出来たので、最後はみんな楽しかったと一日を満喫しまし
た。翌日使い慣れない筋肉痛に職員はなっていましたが、いい経験でした。ご協力
いただいた保護者の皆様ありがとうございました。

◆◆ 教育委員学校視察が２７日にあり、貴重なご意見を頂きました。 ◆◆

・全体的に授業は落ち着いている。先生方が話すと黙って注目して聞けている。教員の服装はもう少しきち
んとしてほしいと思った。校舎は新しくしてあげたい。これだけ古くなってくるといじっても仕方ない面
がある。学校だよりは、やや字が多いと感じることがあるが、適切な情報が的確に紹介されていていいな
と思う。

・建物は古く見えてしまうが、ここで過ごした先輩や後輩が建物の魅力に気づくような工夫が出来れば、古
い建物でも魅力を際立たせることが出来ると思う。南郷中には模造画に混じり、地元の作者が提供してく
ださったオリジナルの絵が校長室前の壁にある。例えばこの絵を裏のほこりを取り、ガラス表面を丁寧に
磨くなどして額と絵をよみがえらせると良いのではと思う。授業全般は好感を持って見せて頂いた。さら
に望めば、授業にもメリハリのポイントを上手く設けて工夫してほしい。

・明らかに去年よりさらに良くなっている。子どもの雰囲気は自主的に学ぼうとしているように感じた。た
だ、子どもたちが学び方を身につける工夫が感じられない授業もあった。もっと子どもに問いかける授業
に発展していってほしい。英語は目標ややりたいことがはっきり示されていた。本時の目当てをしっかり
示すことが基本だと思う。

・数学の教え合いは斬新。子どもは遊ばないのかと最初は思った。アメリカ的なのりのある平元先生の英語
は良かったので、沢山の貼り物についても、生徒に見やすいか検討があればさらに良くなる。モニター利
用の授業が２つ有ったが、今日は文字の提示にとどまっていた。画像や動画を見せることも期待したい。
見た目に校舎の汚さや傷が分かるが、地域の力ですぐに直してしまう方策が見つかるといいなと思った。

・今日はありのままの授業の様子を見せて頂けた。目当ての提示された授業が３人程度で非常に少なかった。
単元や授業の目標から、生徒は見通しを作れるし、教師は脱線しにくくなるいいブレーキになる。目当て
を書くことが、研究推進委員会のリーダーシップで、自分たちから変わろうとするムードが出てくること
を願う。授業の軌道修正に挑む先生の努力も伝わってきた。英語の良さを実感したが、提示物が見にくい
読みにくいのが気になった。ユニバーサルデザインの観点で見直しては？と思った。


